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令和６年第２回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和６年１月２４日、大川市役所大会議室において、令和６年第２回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時０５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 委 員  木下 明子 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     藤岡 忠司 

生涯学習課長          井口 秀成 

学校教育課課長補佐       緒方 範子 

学校教育課学務係長       西村 勇次郎 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第３号 臨時代理の承認について（令和５年度大川市一般会計補正予算の専決処分 

について）       

（２） 議案第４号 臨時代理の承認について（大川市社会体育施設等指定管理者電力等価格高 

騰対策支援金交付要綱の制定について）                  

（３） 議案第５号 大川市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定について                      

報告事項 

（１） 講師等の任用について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） 今年度の抱負について 

    昨年はキーワードとして「つながり」を出した。縦のつながり、横のつながり、斜めのつなが 
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  り、と色々な施策を打ってきた。縦のつながりでは校種間連携、横のつながりは様々あるが、 

コミュニティスクールで学校と地域の横のつながりを充実させてきた。それを受け、本年のキー  

ワードとしては「一歩前進」を考えてみた。昨年末の総合教育会議で子どもたちのための学校 

の働き方改革をテーマとした協議の中で、新に令和６年度に行いたい事業があり、一歩前進と 

いう言葉で駆け巡りたいと思っている。 

（２） 二十歳のつどい 

１月７日に文化センターで開催された。アトラクションとして実行委員会が企画した校長及

び担任からのビデオメッセージがあったが、とても良かった。また、成人達も落ち着いていてと

ても楽しんでいるようであった。 

（３） 大川市学校安全の日について 

    １月１２日に実施。本来は１３日だが、土曜日なので、前日の金曜日に大川市学校安全の日 

の取組が小中学校全てで行われた。本年度は大川小学校を取材校とし、新聞やテレビで学校安全 

の取組が報道されたが、教職員も新たな視点で研修をしていた。また、この度、学校安全リー 

フレットＶｏｌ.２も完成した。 

（４） 大川三瀦歯科医師会との協議会について 

    １月２２日に協議会が開催され、大川市の取組として、フッ化物洗口を小学校全校で実施して 

いることを紹介した。令和２年度から全校で実施しているが、それ以前の２年間は道海島小学校 

でモデル的にやっていた。昨年度当初は７０％であったのが年度末では８７％が実施しており、 

週に１回・年間４０回ペースでやっているが、直ぐには成果が出ないと思うので、３年後位には 

虫歯の罹患率が減少すればと期待している。 

    あわせて全国学校歯科医師会の紹介があり、全国歯磨き大会があるということを聞き、昨日校  

長会でも話をし、大川市も参加しようと話をしているところである。 

  

 ７．議事の大要 

審議事項 
（１） 議案第３号 臨時代理の承認について（令和５年度大川市一般会計補正 

予算の専決処分について）  

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（２） 議案第４号 臨時代理の承認について（大川市社会体育施設等指定管理者 

電力等価格高騰対策支援金交付要綱の制定について） 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

  委員 

 

事務局 

要綱の期限が令和６年３月３１日までの単年度になっているのが、来年度も制定

をするのか。 

 

国からの交付金は単年であるため、その時点の物価高騰に対して、国が県や市町

村に対し交付するもので、毎年あるものではない。現在物価高騰の状況が続いてい

るので、国からの補助があるものであり、来年必ずあるかどうかはわからない。物

価高騰が続けばあるかもしれないし、ある場合、市がどのように交付金を活用する

かになると思う。 

 

学校にはないのか。 

 

学校へは市一括でこの交付金を活用して補填している。 
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委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

指定管理者からの要請があったのか。 

 

指定管理の金額は５年間決まっており、契約が令和３年度であった。その時には

このような状況になるということは、想定してなかった。実際の支払い実績などが

指定管理者から報告がくるが、実は予算が足りなくなっている、想定よりも高くな

ってきています、という相談があった。それで市の方としては、通常であればあり

得ないが、昨今の急激なエネルギー高騰で、額としてはそんなに大きくはないが、

支援しないと指定管理者の団体の運営も厳しくなってくるので、相談に応じたとこ

ろである。 

 

補正予算であるが、これは施策を打っているからできたということか。学校給食

はどうか。 

 

学校給食は直営の事業であるが、学校給食の方は、当初予算に上乗せしての事業

である。なお、市民体育館や斎場等は、指定管理として５年間の契約をして、１年

ごとの金額が決まっているが、以前斎場等も１０年前程に物価高騰があったときに

は、その時は単費で補填している。交付金がなくても支援はしてきている経緯はあ

る。 

 

今申請を通している、あるいは、今から通す状態なのか。 

 

今度の議会で報告し、承認を受けるものである。間に合わないので臨時代理し、

専決処分したものである。 

 

 ≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（３） 議案第５号 大川市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則の制定に 

ついて 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

保護者への周知や広報のスケジュールは。 

 

本日の教育委員会で承認を得た後、２月６日に文教厚生委員協議会で報告、２月

９日に定例議員協議会で全議員に報告した後、保護者の方に正式にお知らせをする

スケジュールを考えている。また、それ以前にＰＴＡの役員会等へは、学校より口

頭で説明をしていただいている。２月９日以降に文書でお知らせするが、それ以前

に授業参観や新入生説明会では、口頭で説明をするようにしている。 

 

総合教育会議の際に、前期・後期の間に秋休みが入るということだったが、資料

ではスポーツの日までが前期、その後から後期となっているが、秋休みはどうなる

のか。 

 

最初は試行で１年やってみて、検討してみて、やれるようであればと考えている。

中学校との絡みもあるので、検討しながら今後考えていきたいと思っている。 
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委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

最初は特に秋休みは設けないということか。 

 

そのとおり。 

 

中学校は受験等々、諸々問題があると思うが、中学校も実施の可能を残していた

だきたいと思うが。 

 

現状、中学校の先生は今の成績の処理に慣れているので、急に変更すれば混乱が

生じるだろうと考えられる。他の市町村では中学校も実施しているところもあるの

で１年かけて検討していきたい。中間テスト、期末テストのやり方も改革する必要

があるという思いもあるし、小学校をまず２学期制にして、いずれ中学校もしたい

と思っている。 

 

大川市内の８つの小学校は全校２学期制で行く流れで良いのか。なかには３学期

制を希望される学校もあるかもしれないので、足並み揃えて実施ということで考え

てよいのか。 

 

元々、２学期制に取り掛かるきっかけとしては、小学校校長会からの意見があっ

た経緯がある。 

 

報告事項 （１）講師等の任用について 

委員 

 

事務局 

 

 任用された先生は、以前大川小学校にいた先生か。 

 

 そのとおり。 

 

 


